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特集 挑戦する製造業のアジア進出

基礎的経済指標

会社情報（日本本社・海外事務所）

日系企業進出数：820社
面積：329,247平方キロメートル（日本の0.88倍）
人口：8,616万人
一人あたりのGDP：1,040.4ドル（2008年）

経済動向
2009年8月18日、ベトナム自動車工業会（VAMA）は、2009年7月の自
動車販売台数が、前年同期比26％増加の10,839台（商用車5,338台、
乗用車3,191台、SUV/MPV2,310台）であったと発表した。（2009年1月
～7月の自動車販売台数は、前年同期比25％減少の58,748台）自動車
販売台数が増加に転じた理由として、2009年5月から自動車登録料お
よび付加価値税が50％引き下げられたことが上げられている。

ベトナムで3次元データを生成
株式会社玉吉製作所

　株式会社玉吉製作所は富士宮市に本社
工場、栃木県大田原とベトナムに工場を持
つ板金メーカーである。3次元設計・製作に
よる筐体部品等を医療機器、半導体製造
装置、弱電・家電業界に提供している。
　吉田弘宣社長は、90年代に米国がITブ
ームで沸いていた頃、米国のサンノゼに工
場視察に行った。メキシコ人、ブラジル人、
ベトナム人など様々な国籍の人々が働く現
場があり、米国の多国籍化を実感じた。そこ
で吉田社長が見た光景は、ベトナム人達が
いる持ち場は活性化しているということだっ
た。
　その後、何年かして、玉吉製作所で人材
に困ったおり、ベトナム人研修生の受け入
れを始めたのである。
　ベトナムへの進出は2004年1月に決め
た。当時のベトナム ハノイは、日系でも大手
や準大手の進出が多く、従業員100名以下

の企業が進出するにはまだ多くの困難が伴
った。初めから板金工場を目指すのでは投
資が掛かりすぎるので、ハノイにCAD/CAM
のデータセンターを作った。玉吉製作所で
は板金加工の曲げ加工も含めて、
CAD/CAMによるデータでの製作を行って
いる。レーザー加工機、タレットパンチプレ
ス、ベンダー加工のすべてがデータ出力によ
るものである。CAMデータの作成は時間が
かかる工程であり、これをベトナムで行うこ
とで低コスト化を図った。実現に向けて、ベ
トナム人に四原則(事実・原因・対策・フォロ
ー)を徹底することで、技術の定着と応用力
を養った。
　現在、CAD/CAMの設計の中心は、ベト
ナム人女性エンジニアにより加工データを
生成するスタイルを確立した。これにより玉
吉製作所では、お客様から図面を頂くと、そ
れをベトナムに転送する。お客様から預かっ

た2次元データは、そこで3次元化され、デ
ータが生成される。吉田社長の構想は現実
になった。
　次に吉田社長はベトナム工場の建設に
取り掛かった。しかし、大手ゼネコンにかけ
あっても思いえがくような絵にならず、工業
団地への入居の難しさなどの問題が立ちは
だかった。吉田社長は、それらの問題の解
決策としてレンタル工場を作るという解決策
を考え出した。また、他のベトナム進出を考
えている中小企業向けに、別会社でレンタ
ル工場を工業団地内に建設した。さらに中
小の異業種を誘致することにより団体交
渉、情報交換、認知度の向上など多くのメリ
ットが生まれた。
　ベトナム進出を果した中小企業の先駆者
として、玉吉製作所はベトナムの経済発展
に貢献したいと考えている。

ベトナム
実質GDP成長率　6.2％（2008年）
経常収支（国際収支ベース） －84億3,000万ドル（2008年）
貿易収支（国際収支ベース）－127億8,200万ドル（2008年）
為替レート（期中平均値、対ドルレート） 16,302.3ベトナム・ドン（2008年）

エミダス
会員番号 72254

F A X 0544-58-3380

F A X ＋84-241-3689-330

株式会社玉吉製作所
静岡県富士宮市外神147
0544-58-1501
吉田弘宣

Tamayoshi Vietnam Co.,Ltd

吉田弘宣
2004年
30名
＋84-241-3689-330
精密板金部品の加工及び組立、3次元板金設計。
精密板金部品、医療機器、半導体製造装置

FB5 Fuji Precision Park, Yen Phong Industrial Zone, 
Yen Phong Dist.,Bac Ninh Province,Vietnam
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基礎的経済指標

会社情報（日本本社・海外事務所）

日系企業進出数：1,358社
面積：513,115平方キロメートル（日本の約1.4倍）
人口：6,339万人
一人あたりのGDP：4,115.3ドル（2008年）

経済動向
2008年下半期（確定値）の進出日系企業の業況感は、「上向いた」から
「悪化した」を差し引いたDI（Diffusion Index：景気動向指数）がマイナ
ス44と、前期（+37）に比べ81ポイント低下し、4期振りにマイナスと
なった。一方、2009年上期（見通し）のDIはマイナス53と、マイナス幅
が拡大したが、下期（見通し）はプラス24と改善に転じる見込み。09年
通年の売上や利益の状況は厳しいが、09年下期の輸出には回復の兆
しがみられ、全体としては景気の最悪期は脱したとみられる。

躍進止まぬタイ工場
株式会社西居製作所

　1,600万平米もの広大な用地に約300
社ほどが門を構えるチョンブリ県アマタ・ナ
コーン工業団地は、バンコクから車で1時間
程の距離にある。この工業団地で、NISHII 
FINE PRESSはデジタルカメラのフラッシュ
部分に使われるリフレクタの製造を行って
いる。月に数百万個の量産体制をとる
NISHII FINE PRESSは、株式会社西居製
作所のタイ現地法人である。
　日本とタイ。その役割分担について西居
製作所の考えは実にシンプルだ。
　試作開発と金型製作は日本、量産と金型
メンテナンスはタイ。西居製作所のリフレク
タは、一味違う『光の指向性の高さ』が売り
だ。不良を無くしお客様に求められる製品
を作るためには、目視による全数検査が必
要とされる。月産数百万個に及ぶ製品の全
数検査。検査室には女性スタッフがズラリと
並び、日々作業に臨んでいる。これは日本で

やる仕事ではない。
　理由は単に人件費の安さだけではない。
少しのキズ、打痕、歪みが命取りとなるリフ
レクタ。検査においては、タイの女性の細や
かで根気強い性格と、日本人には無い「恵
まれた目の良さ」が大きな武器となる。日本
でやらないのではなく、日本では対応しきれ
ないのだ。リフレクタのパイオニアである西
居製作所の品質を守る砦こそがタイ工場で
ある。
  振り返ると、タイ進出のきっかけはタイ・テ
クノパークに関する大田区の呼びかけで
あった。西居製作所はそれ以前からも上海
の客先工場に技術者を派遣し駐在させる
など、海外進出の機会をうかがっていた。タ
イに取引先もあった。このような背景の中で
の2007年4月、タイ工場創業。当初はタイ国
内の仕事が主であったが、徐々に国外向け
の仕事も増えてきた。いつしか売上も伸び、

黒字が見えてきた。躍進である。
　NISHII FINE PRESSの躍進は続く。今
年新たにTS16949認証を取得した。これは
すなわち、自動車業界への参入を意味す
る。デジタルカメラのリフレクタに付随する
端子部品量産で培った技術力が認められ
た格好だ。タイ国内でダイナミックな成長を
みせる自動車産業。大いなる船出である。弱
電と自動車、少し距離のあるように見える2
つの産業だが、だからこそ効果的なリスク
ヘッジに繋がる。
　西居製作所は、二本柱を武器に更に戦
略的な転機を迎えた。

タイ
実質GDP成長率 　2.6％（2008年）
経常収支（国際収支ベース）－1億7,840万ドル（2008年）
貿易収支（国際収支ベース） 2億3,744万ドル（2008年）
為替レート（期中平均値、対ドルレート） 33.3133バーツ（2008年）

エミダス
会員番号 5100

F A X 03-5747-5589

F A X ＋66-38-4417149

株式会社西居製作所
東京都大田区仲池上2-17-9
03-5747-5588
西居徳和

NISHII FINE PRESS(THAILAND) CO,.LTD/

1億円
西居広和
2007年4月
36名
＋66-38-447147-8
光学部品（カメラ）、自動車部品など精密プレス部品の生産。
リフレクタ、カメラの端子部品、自動車関連部品
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【出所】ジェトロ

ベトナムによるベトナムでのCAD/CAM設計 ISO9000、ISO2000、TS16949認証取得

【出所】ジェトロ

700/647 moo 1 Amata Nakorn, Industrial Estate,
Tambon Panthong Amphur Panthong, Chonburi,Thailand

13


